
 

 

     

 

 

 
 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 

西岐波学校給食 

共同調理場 

令和４年度 

いよいよ学年最後の学期となりました。新型コロナウイルスやインフルエンザなどの感染症を防ぐには、きちんと手を洗うこと、

食事をしっかり食べること、ストレスや疲れをためないことが重要です。引き続き、一人ひとりが感染予防を徹底しましょう。 

 さて、年末年始は生活習慣が乱れやすく、食べ過ぎや運動不足などで太りやすい時期です。規則正しい食生活を心がけると

ともに意識して体を動かし、“正月太り” を解消しましょう。 

 明治２２年、山形県の小学校で始まったとされる学校給食。戦争によって中止されながらも、さまざまな

歴史をたどり、現在まで続いています。「全国学校給食週間」は、学校給食の意義や役割について理解

を深め、関心を高めることを目的としています。当時の代表的な献立を一例に、学校給食の歴史を見て

みましょう。 

 

  にしんは「春告魚」ともいわれ、正月料理などに

欠かせません。また、数の子は、にしんの卵巣を塩

漬けにしたもので、子孫繁栄の願いを込めて、お

せち料理に入れられています。 

 さて、１月１１日の給食はお正月料理として、餅の

代わりに白玉団子が入っているお雑煮やにしんの

昆布煮、栗きんとんがでます。昆布は「よろこぶ」

の言葉にかけて、栗きんとんは金色に輝く財宝に

たとえて、新たに良い１年が迎えられるよう願いを

こめています。 

 

１月には、これから始まる１年を無事に過ごせるようにと願いを込めた 

行事や行事食がたくさんあります。 

▶香川県では、あん入りの丸

もちを白みそ仕立ての汁に

入れた「あんもち雑煮」を

食べます。 

 

 日本は周りを海に囲まれている島国

で、南北に長い地形が特徴です。地域に

よって地理や気候が異なることから、各

地でさまざまな食文化が形成されてきま

した。現在では、伝統料理を家庭で作っ

て食べる機会が減ってきていますが、お

正月に食べる雑煮は、地域や家庭の味

が受け継がれているものの一つではな

いでしょうか。 

▲中部地方を境に、東は角もち、

西は丸もちを入れる所が多いで

す。また、北海道や沖縄には、も

ともとお雑煮を食べる文化があ

りません。現在、北海道では、さ

まざまな地域から伝わったお雑

煮が混在しています。 

 

 【西岐波学校給食共同調理場の 

学校給食週間の献立（２３日～２７日）】 

  １月２３日（月）…明治２２年に出されたはじまりの給食 

  １月２４日（火）…昭和２０年～３０年代の給食 

  １月２５日（水）…昭和３０年～４０年代の給食 

  １月２６日（木）…やまぐち郷土料理の給食 

  １月２７日（金）…自給率や食品ロスについて考える給食 


